
第708号＜1＞2024年（令和6年）4月7日（日曜日）

清川村運動公園グランド第6週4月7日（晴れ）

発行：横濱フォーティーズ野球倶楽部報道部
http://40ｓ.office-thank.com

第1試合【2回戦】湘南1勝1敗

湘南、継投によるノーノーで２連
勝

【勝】斎藤　　　 2勝 1敗

【Ｓ】川崎　　　 2S

【敗】乙戸　　　 2勝 1敗(1)

ＭＶＰ：亀田宏
二塁打：白井(湘南)

湘南

浜風

1 0 0 0 1 0 2 4

0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 0 0 1 1 2

6

1 1 0 0 1 1 2

0

0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0

計 安打

守 氏名

浜風 打

数

安

打

打

点

通算

打率
守 氏名

湘南 打

数

安

打

打

点

通算

打率

菅和 3 .2006

磯 1 .6672

後藤 1 .5005

軽部 2 .2867

柴野 2 .4298

伊藤慎 2 .2003

乙戸 2 .1671

柳本 2 .000D

高橋信 2 .000D

谷田 2 .0004

網倉 2 .1259

亀田宏 4 2 3 .5568

長南 4 1 .3332

犬塚 3 .3333

大谷 3 1 .2227

斎藤 3 .0001

高畠 3 .4299

川崎 3 .000D

白井 3 2 .4005

椎野 2 .0004

高橋茂 3 .0006
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※守備位置はスタート時
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斎藤 2 34

川崎 13
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267チーム計 3 37チーム計

好守備と３打点

（亀田）

桜の花びら舞う清川村で、上位争
いに相応しい好ゲームが繰り広げ
られた。１回表、２番長南が安打
と盗塁後、相手失策により湘南が
幸先よく１点を先制。その裏、浜
風は１死二塁のチャンスを作る
も、湘南・斎藤に後続を抑えられ
無得点。そこからは両エースの投
げ合いで０行進が続く。試合が動
いたのは５回表。この回先頭の白
井が相手失策で出塁後に盗塁を決
め無死二塁の場面を作ると、椎野
犠打・亀田中前適時打等で１点を
追加。更に７回表には、川崎がま
たもや相手失策で出塁後、白井二
塁打・亀田２点適時打で更に得点
を重ねた。対する浜風は、チャン
スの場面で良い当たりが出るも相
手野手の好守備に阻まれ無得点。
気付けば斎藤－川崎によるノー
ヒットノーランリレーが達成され
た。ＭＶＰは右手薬指骨折で好投
を見せた斎藤かと予想していた
が、幾度の好守備＆３打点を上げ
た亀田が選出された。
（浜翔：山脇）

審:及川

第2試合【2回戦】港2勝

大川の完投勝利で港が開幕3連
勝！浜翔は未だ未勝利

【勝】大川　　　 2勝(1)

【敗】工藤　　　 2敗

ＭＶＰ：大川　　V打点：山田
二塁打：岩田・増田(港)・清水(浜翔)
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山脇 3 .2226

工藤 3 1 .2505

新川 3 1 .4447

石川誠 2 1 .1672

清水 3 2 2 .3334

佐藤寿 3 .2008

河原 2 .1259

森田 2 .0003

早川 2 .0001

高須賀 2 .000D

岡崎 2 1 .167D

田中慶 3 1 .3336

岩田 3 2 .4447

増田 3 2 1 .5568

川邊 3 .4002

土門 2 .0005

平野 3 1 .3334

尾野 2 .1673

大川 2 .2501

須貝 3 1 .1679

山田 3 1 1 .125D

四方田 3 .000D
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完投で２失点に抑える

好投（大川）

連勝で好調なスタートを切った港
と、連敗スタートとなった浜翔の
対決。港は初回、浜翔先発・早川
を攻め、先頭・田中慶の内野安打
から岩田、増田の連続二塁打で先
制。対する浜翔は工藤の安打と盗
塁で同点の好機を掴むも、中軸が
港先発・大川にかわされ無得点に
終わると、３回には２死二塁から
まさかの左飛落球で追加点を許す
嫌な展開。それでも４回、浜翔は
２死から中軸の３連打が飛び出し
同点に追いつく。しかし、５回か
ら早川を継いだ工藤の制球が定ま
らず、内野安打と四死球で満塁。
ここで港・山田が値千金の適時打
を放ち、港が再びリードを奪う
と、港は大川続投を選択。これを
意気に感じた大川は終盤３イニン
グを３連続を含む４奪三振無失点
の好投で港が開幕３連勝、単独首
位に立った。敗れた浜翔は唯一勝
ち点なしで最下位となった。ＭＶ
Ｐには完投勝利の大川が選ばれ
た。（浜風：菅）

審:及川
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第3試合【2回戦】港南1勝1分

初回に先制の港南、効率的に中
押し・ダメ押し点奪い快勝

【勝】関根　　　 1勝 1敗

【Ｓ】佐久川　　 1S

【敗】小林正　　 1敗

ＭＶＰ：関根　　V打点：田端
本塁打：中路1号(港南)
二塁打：古川(浜友)・樋高(港南)
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本末 2 2 .6672

田端 2 1 1 .7506

冨田 2 .0004

小嶋 2 2 2 .5718

佐久川 2 .143D

中路 1 1 2 .2003

廣野 2 .1677

樋高 1 1 .1675

関根 2 1 1 .5001

市之瀬 2 .000D

太刀岡 2 1 .167D

中上 1 .0009

山中 2 .000D

佐々木 2 .000D

上原 2 .0006

小林隆 3 1 .2002

入江 3 1 .1675

石川伸 2 .0007

柳田 3 .2868

小林正 2 .1671

江川 2 .0009

神林 1 .0003

古川 1 1 .4004

弘中 2 .167D
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小林正 5 4 784
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投打での活躍が光りま

した（関根）

初回浜友は無得点。その裏港南は
二番田端の右適時打で先制。１死
後、田端二盗で続く好機に四番小
嶋の中適時打で１点。その後、捕
逸と暴投が絡みさらに１点入り３
点を先制する。２回には先頭樋高
が左越二打、続く関根の右適時打
で１点追加。効果的にリードを広
げる港南だが早くも３回にビック
イニングが訪れる。先頭本末、田
端が連続出塁の後、重盗等絡み
二、三塁とすると浜友・小林正の
投球が暴投となり１点。１死後、
四番小嶋の適時打で１点。さらに
六番中路が右越本塁打を放ち２点
追加。その後、集中力の切れた浜
友守備の乱れに乗じ１点奪い合計
５点を追加する。大量リードに守
られ港南は関根・佐久川の継投で
浜友の反撃を許さず９－０で快勝
した。ＭＶＰは投打で大車輪の活
躍を見せたた関根が選ばれた。
（港・須貝）

審:五十嵐

港 3 3 0 0 6 1.000 33 30 7 .333 .412 6 1

浜風 3 2 1 0 4 .667 1.0 22 26 12 .256 .354 11 1

湘南 3 2 1 0 4 .667 0.0 19 15 13 .226 .316 6 0

港南 3 1 1 1 3 .500 0.5 20 1 20 31 .274 .376 15 0

浜友 3 0 2 1 1 .000 -0.5 12 10 31 .171 .293 15 1

浜翔 3 0 3 0 0 .000 1.5 15 5 12 .185 .233 9 1

試合 勝利 敗戦 引分 勝点 勝率 G差 安打 HR 得点 失点 打率 出塁率 失策 OIP

チーム成績

港 ○ ○○

浜風 ○● ○

湘南 ●○ ○

港南 ● △○

浜友 ● △●

浜翔 ●● ●

港 浜風 湘南 港南 浜翔 浜友

チーム勝敗表


